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囲が内部的であっても，私的使用には該当せず，

違法です。また私的使用に該当する場合であっ
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特集

●組織内で共通認識・理解を持つ際の熟達レベルを考え

てみました。①数字で示し否応なしに→②言葉も交え感

情も共有→③阿吽の呼吸で記号は必要なし，といった感じ

でしょうか。でも，仕事での関係であれば③への到達はあ

る意味危険だし，といって①では味気ないし，やはり②あ

たりで落ち着けるのが私としては心地よいです。ただし，

数字は必須だと考えるのは理系出身者の悪癖でしょうか。

●春が来ました！　先日知ったのですが，春に美味しくな

る食べ物に卵があるそうです。なんでも鶏は，冬あまり卵

を産まず体内に養分をため込むので，春の卵は母体内で

熟成され，美味しくなるとのこと。食材すべてに旬があり。

その視点で冷蔵庫の中をじっくり見てみるのも楽しいです。

（金子）

●参加することに意義がある，ではありませんが，合否そ

のものよりも，過程のなかで培われたもののほうが大きな

意味をもつということはよくあります。文部科学省のプラ

ンに採択されることよりも，それをきっかけとした取り組

みのなかで，いかによい関係性をつくっていくか，将来に

役立つ構造につなげていくか。教育と臨床の連携を深め，

よりよい看護を実践するために何ができるのか，大学病

院以外であっても，考えるきっかけとなればと思います。

●春といえば花見ですね。毎年飲みすぎ食べすぎで体重が

増減してしまうので，美味しい物につられないように今年

は気をつけたいと思います。（正月太りが戻らないお腹を

つまみつつ……）（西窪）

編集後記

ELNEC-J　コアカリキュラム看護師教育
プログラムの実際

●ELNEC-Jとは何か
●Module 1　エンド・オブ・ライフ・ケアにおける看護
●Module 2・3　痛みのマネジメント／症状マネジメント
●Module 4　エンド・オブ・ライフ・ケアにおける倫理問題
●Module 5　エンド・オブ・ライフ・ケアにおける文化への配慮
●Module 6　コミュニケーション
●Module 7　喪失・悲嘆・死別
●Module 8　臨死期のケア
●Module 9　高齢者のエンド・オブ・ライフ・ケア
●Module 10　質の高いエンド・オブ・ライフ・ケアの達成
●ELNEC-J研修の振り返り

●「読者の声」を募集しています。
職場などでの感動的なエピソード，困っている問題，また弊誌への感想をお寄せ
ください。掲載者には粗品を差し上げます。
E-mail　kangokanri@igaku-shoin.co.jp
twitter　http://twitter.com/kangokanri

　ELNEC（End-of-Life Nursing Education Consortium）とは，2000年に米国看護大学協
会AACNとCity of Hope National Medical Centerが設立した共同体で，エンド・オブ・
ライフ・ケアを提供する看護師に必要な知識を教育するための系統的，包括的なプ
ログラムを開発し提供している。特集では，日本の実情に合わせ，特に高齢者に焦
点を当てたモジュールを追加した，ELNEC-J（JAPAN）研修の実際を紹介する。

●JCI認証取得は終わりではなく，質改善継続の始まり 髙井今日子
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